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平成２４年度 認定中心市街地活性化基本計画のフォローアップに関する報告 

 

平成２５年３月 

久留米市（福岡県） 

 

Ⅰ．平成２４年度フォローアップ結果のポイント 

○計画期間；平成２０年５月～平成２６年３月（５年１１月） 

 

１．概況 

平成２０年３月１２日に基本計画が内閣総理大臣認定を受け、基本計画に掲載した各事業がス

タートした。ソフト事業については、六角堂広場を活用したイベント等による街なかの賑わい創出

などの取り組みが概ね計画通りに進捗しており、ハード事業についても、平成２３年３月に九州新

幹線開業が全線開業したことに伴い、東西駅前広場や自由通路をはじめとした JR 久留米駅周辺

整備事業が竣工を迎えたところである。また、平成２２年３月にＪＲ久留米駅前第一街区市街地再

開発事業（住戸数２７７戸）が完了、同年１０月には空きビルとなっていた旧六ツ門プラザビルが複

合商業施設くるめりあ六ツ門ビルとしてリニューアルオープンし、事業協力者との調整に時間を要

していた新世界地区（第一期工区）優良建築物等整備事業（住戸数１５８戸）についても平成２４

年8月に完了するなど、基本計画に位置付けた事業実施を進めた結果、目標指標である「サービ

ス・飲食業のシェア」並びに「居住人口」については、目標値を上回っている。 

しかしながら、金融不安や経営環境の悪化等の厳しい社会経済情勢の影響を受け、新世界地

区（第二期工区）優良建築物等整備事業が遅延しており、また、中心市街地来街の動機付けとな

る商店街の魅力づくりが十分でないことなどから、目標指標である「休日歩行者通行量」は、目標

達成が厳しい状況が続いており、「空き店舗率」については、改善傾向にあるものの目標値達成

のためには、さらなる取組みが必要となっている。 

また、基本計画に掲載された総事業４５事業のうち、１４事業が完了、ソフト事業など２４事業が

事業実施中、未完了が７事業（うち１事業が未着手）となっている。 

そのため、中心市街地の活性化の推進を図るために計画期間を 1 年延伸し、空き店舗対策事

業やタウンマネージャーによる新規出店者への継続した支援や、未着手となっている優良建築

物等整備事業の早期着手を図ることにより、数値目標の達成に向け取組む。 

 

２．目標達成の見通し 

目標 目標指標 基準値 目標値 最新値 
前回の 

見通し 

今回の

見通し

市民活動による賑わいのある街 休日歩行者通行量 
20,206 人

(H19) 

27,000 人

(H25) 

14,957 

（H24) 
④ ④ 

空き店舗率 
21.3% 

(H19) 

15% 

(H25) 

19.9% 

（H24) 
② ② 

多様なサービスが受けられる利便

性高い街 サービス・飲食業の

シェア 

33.8% 

(H19) 

40% 

(H25) 

43.0% 

（H24） 
① ① 

便利な生活環境のもとで住み続け

たい街 
居住人口 

12,735 人

(H19) 

14,500 人

(H25) 

14,786 人 

（H24） 
③ ① 

注）①取組（事業等）の進捗状況が順調であり、目標達成可能であると見込まれる。 

②取組の進捗状況は概ね予定通りだが、このままでは目標達成可能とは見込まれず、今後対策を講じる必要がある。 

③取組の進捗状況は予定通りではないものの、目標達成可能と見込まれ、引き続き最大限努力していく。 

④取組の進捗に支障が生じているなど、このままでは目標達成可能とは見込まれず、今後対策を講じる必要がある。 
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⑤取組が実施されていないため、今回は評価対象外。 

 

３．目標達成見通しの理由 

①「休日歩行者通行量」 

歩行者通行量は、平成 5 年をピークに減少傾向が続いており、目標達成は厳しい状況である。 

六角堂広場におけるイベント事業や空き店舗対策事業は、ほぼ計画通りに実施されているが、西

鉄久留米駅東口広場等の活用が不十分であり、イベント開催による集客効果も日常的な来街者の

回遊に繋がっていない。また、平成 23 年 3 月に九州新幹線久留米駅が開業したが、福岡天神・博

多地区の商業機能の一極集中や、郊外型大規模商業施設の出店などの影響を受け、新幹線開業

の効果が中心商店街まで広がっていない。しかしながら、六ツ門地区において、平成 24 年 8 月に

新世界地区（第一期工区）優良建築物等整備事業（158 戸）が入居し、平成２４年１２月に久留米井

筒屋跡地の六ツ門８番街地区市街地再開発事業の再開発組合が設立するなど、再生に向けた取り

組みが進んでいる。今後は、基本計画に位置付けた事業を着実に事業を推進することにより、減少

傾向からの改善を目指していく。 

 

②「空き店舗率」、「サービス・飲食業のシェア」 

空き店舗率ならびにサービス・飲食業のシェアとも、中心市街地商店街空き店舗対策事業を中心

に、目標指標の達成を目指しており、タウンマネージャーの活用による相談業務の強化や不動産業

界との連携による当該支援の情報提供など、地道な取組みにより改善傾向となっており、特にサー

ビス・飲食業のシェアについては、目標値を上回っている。しかしながら、空き店舗率については、

現在の空き店舗の多くが、個店としてのテナント入居に適した規模でないことや、老朽化などの問題

があり、入居しやすい店舗が少ない状況になっており、今後も継続した取組みが必要である。 

 

③「居住人口」 

新世界地区（第二期工区）優良建築物等整備事業は、現在まで着手に至っていないが、平成２３

年春の九州新幹線開業に関連するＪＲ久留米駅前第一街区市街地再開発事業の完成（２７７戸）や

新世界地区(第一期工区)優良建築物等整備事業の完成（１５８戸）をはじめ、民間共同住宅の供給

が増加しており、中心市街地における居住人口の増加が見られる。指標として居住人口は目標値を

上回っているが、未着手の事業の早期着手に向けた支援を行うなど、さらなる街なか居住の推進を

図っていく。 

 

４．前回フォローアップと見通しが変わった場合の理由 

「居住人口」は、基本計画に位置付けた一部事業に未着手が生じているが、その他の事業は予

定とおり進捗が図られ、また、民間事業による建築需要が増加したことにより、目標値を上回ってい

る。 

 

５．今後の対策 

今後も引き続き、街なかの魅力・賑わいの創出、街なか居住の推進を図るべく、基本計画に位置

付けられた事業について着実な実施に努めることを基本とし、タウンマネージャーの活用による相

談業務の強化などを含めた民間との連携・必要な支援に取り組む。六ツ門地区において、井筒屋

街区と六角堂街区を含めたエリアに文化芸術振興、広域交流促進、にぎわい交流の拠点として（仮

称）総合都市プラザの整備を推進しており、また、新世界地区（第二期工区）優良建築物等整備事

業の着手に向けた、地元同意形成図るため支援を行うことにより、早期着手を目指す。今後も事業

の着実な実施を図り、目標達成を目指す。 
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Ⅱ．目標毎のフォローアップ結果「市民活動による賑わいのある街」 

「休日歩行者通行量」※目標設定の考え方基本計画P53～P56参照 

１．調査結果の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法；歩行者通行量調査（毎年度７月最終日曜日(10時～19時)実施） 

※調査月；平成２４年７月２９日実施 

※調査主体；久留米商工会議所 

※調査対象；５地点（西鉄久留米駅東口、駅前商店街、一番街、あけぼの商店街、六ツ門商店街） 

※H21 の歩行者通行量は、調査当日(H21.7.26)が悪天候（記録的な大雨）であったため、周辺地域を含め大規模

なイベント等がなかった９月の最終日曜日(H21.9.27)に行った追加調査の値としている。 

 

２．目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．中心市街地活性化推進イベント事業（㈱ハイマート久留米等） 

事業完了時期 【実施中】平成１５年度～ 

事業概要 平成１５年度に整備した六角堂広場を活用して、街づくり会社や商店街

などが協力してイベントなどを行い、街なかの賑わいづくりに取り組む。

事業効果又は

進捗状況 

平成２４年度の六角堂広場来場者数は、くるめ水の祭典や焼き鳥日本

一フェスタなどの集客力のあるのイベントの開催を行ってきたが、総合

都市プラザ整備のため平成 25 年 2 月末で閉鎖したことにより、約１５５，

０００人と計画想定を下回る結果となった。 

②．東口広場賑わい創出事業（天神振興会等） 

事業完了時期 【実施中】平成１９年度～ 

事業概要 平成１８年度にリニューアルし、広く明るくなった西鉄久留米駅東口の

広場機能を活用し、地域イベントなどの会場として中心市街地の活性

化を推進していく。 

事業効果又は

進捗状況 

平成２４年度のイベント時来場者数は約１３８，０００人であった。今後も

歩行者通行量の増に寄与するように、各関係機関に利活用を呼びかけ

る等の取り組みを行う。 

③．新世界地区(第一期工区)優良建築物等整備事業（推進協議会） 

事業完了時期 【済】平成２４年度 

事業概要 中心市街地のほぼ中央に位置し、かつ老朽家屋が密集した地区の高

度利用を図り、街なか居住に適した優良な住宅整備を促進し、中心市

街地の活性化を推進する。 

事業効果又は

進捗状況 

平成２４年 8 月に完成し、全１５８戸が入居済みである。 

年 人／日 

H19 
20,206 

（基準年値） 

H20 19,359 

H21 16,421 

H22 17,666 

H23 13,952 

H24 14,957 

H25  

H25 
27,000 

（目標値） 

歩行者通行量の推移（休日）　主要５地点合計
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④．JR久留米駅前第一街区市街地再開発事業（再開発組合） 

事業完了時期 【済】平成２１年度 

事業概要 九州新幹線の開業に向けて、本市の玄関口にふさわしい高度で合理

的な土地利用、良好な住宅の供給を促進し、中心市街地における居住

人口の増加を図る。 

事業効果又は

進捗状況 

平成２２年３月に完成し、全２７７戸が入居済みである。 

⑤．中心市街地商店街空き店舗対策事業（久留米市） 

事業完了時期 【実施中】平成１７年度～ 

事業概要 空き店舗を活用する新規出店者などに対して、店舗改装費等の支援に

よる、早急な空き店舗対策を行い、利便性の高いまちづくりを目指す。 

事業効果又は

進捗状況 

平成２０年度末時点での空き店舗率は 26.8％と高かったが、タウンマネ

ージャー活用による相談業務の強化や不動産業界との連携による当該

支援の情報提供により、平成２０～２３年度までに５５件の制度活用があ

り、平成２４年度は５件活用されている。 

⑥．【追加】新世界地区(第二期工区)優良建築物等整備事業（推進協議会） 

事業完了時期 【未】平成２７年度 

事業概要 中心市街地のほぼ中央に位置し、かつ老朽家屋が密集した地区の高

度利用を図り、街なか居住に適した優良な住宅整備を促進し、中心市

街地の活性化を推進する。 

事業効果又は

進捗状況 

厳しい社会経済情勢の影響を受け、地権者合意形成、事業協力者の

確保に時間を要しているが、推進計画作成など地元協議会の支援を行

っており、早期事業化を目指している。 

⑦．【追加】Ｂ級グルメの聖地（まち）事業（久留米商工会議所） 

事業完了時期 【実施中】～平成２４年度 

事業概要 当市の多彩なグルメを全国に発信するために「Ｂ級グルメの聖地(まち)

グランプリ九州大会」等の様々な賑わい創出事業を実施し、中心市街

地の活性化を図る。 

事業効果又は

進捗状況 

平成２５年３月１６～１７日に日中食の祭典として実施。また、街なかへ

の継続的な来街施策として「くるめ食の八十八ヶ所巡礼の旅(スタンプラ

リー)」を行っている。 

⑧．【追加】六ツ門地区暮らし・にぎわい再生事業（地権者） 

事業完了時期 【済】平成２２年度 

事業概要 六ツ門地区の活性化、来街者の促進を図るため、当地区にある空きビ

ル「旧六ツ門プラザビル」に、図書館、子育て活動スペース、スーパー

マーケットなどの施設導入を推進し、空きビルの再生を行う。 

事業効果又は

進捗状況 

平成２２年１０月に複合商業施設くるめりあ六ツ門ビルとしてリニューア

ルオープンした。地下２階、地上６階のビルには、駐車場、スーパーマ

ーケットをはじめとする商業施設、図書館、子育て活動スペースといっ

た都市福利施設が入居している。 

⑨．【追加】六ツ門8番街地区第一種市街地再開発事業（再開発組合） 

事業完了時期 【実施中】～平成 27 年度 

事業概要 文化芸術振興の拠点機能やコンベンションなどの広域交流促進の拠点

機能、まちなかの賑わい交流機能、魅力ある商業機能などを併せ持っ
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た（仮称）久留米市総合都市プラザ整備により、中心市街地の活性化、

来街者の促進を図る。 

事業効果又は

進捗状況 

平成 24 年 12 月に再開発組合が設立し、現在、基本設計に引き続き、

実施設計を行っている。平成 25 年より工事着手により、平成 27 年度中

の事業完成を目指している。 

⑩．【追加】六ツ門8・9番街地区暮らし・にぎわい再生事業（久留米市） 

事業完了時期 【実施中】～平成 27 年度 

事業概要 市民会館に替わる新しいホールや展示場等を有する都市福利施設の

整備や市民広場の機能向上により、中心市街地の賑わいの再生を図

る。 

事業効果又は

進捗状況 

現在、基本設計に引続き実施設計を行っており、平成25年度の工事着

手と平成 27 年度中の完成を目指している。 

 

３.目標達成の見通し及び今後の対策  

六角堂広場などにおけるイベント事業や空き店舗対策事業は、ほぼ計画通りに実施、また旧六ツ

門プラザビルがリニューアルオープンするものの、平成２１年２月の久留米井筒屋閉店、さらには、

新世界地区（第二期工区）優良建築物等整備事業が、厳しい社会情勢の影響を受け、事業実施に

遅れが生じ始めるなど、歩行者通行量については改善の傾向が見られない。 

しかしながら、六ツ門地区において新世界地区（第一期工区）優良建築物等整備事業が竣工し、

158世帯が入居しており、また、平成24年12月には六ツ門8番街地区の再開発組合が設立し、（仮

称）久留米市総合都市プラザ整備の事業化に向けた取組みも進んでおり、引き続きこれらの事業を

着実に推進すること、並びに中心市街地来街の動機付けである商店街が自ら行う魅力づくり、情報

発信などといった観点で、必要な事業の拡充や追加を行い、減少傾向からの改善を目指していく。 
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Ⅱ．目標毎のフォローアップ「多様なサービスが受けられる利便性高い街」 

「空き店舗率」、「サービス・飲食業のシェア」※目標設定の考え方基本計画P57～P61参照 

１．調査結果の推移 

 ①空き店舗率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法；現地調査（毎月末(フォローアップは毎年３月末)） 

※調査月；平成２５年３月実施、３月末とりまとめ 

※調査主体；久留米市 

※調査対象；中心市街地内の１０中心商店街 

 

 ②サービス・飲食業のシェア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法；現地調査（毎月末(フォローアップは毎年３月末)） 

※調査月；平成２４年３月実施、３月末とりまとめ 

※調査主体；久留米市 

※調査対象；中心市街地内の１０中心商店街 

 

 

 

 

 

 

 

年 ％ 

H19.3 
21.3 

（基準年値）

H19 24.5 

H20 26.8 

H21 21.3 

H22 20.4 

H23 18.7 

H24 19.9 

H25  

H25 
15.0 

（目標値）

年 ％ 

H19.8 
33.8 

（基準年値）

H19 33.5 

H20 33.6 

H21 37.5 

H22 38.1 

H23 41.7 

H24 43.0 

H25  

H25 
40.0 

（目標値）

空き店舗率の推移
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（実績数値）　　          　（目標数値）

サービス・飲食業シェアの推移
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H19.8 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H25
（実績数値）　　　　　　　          （目標数値）



 久留米市-7

２．目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．中心市街地商店街空き店舗対策事業（久留米市） 

事業完了時期 【実施中】平成１７年度～ 

事業概要 【再掲】P4参照 

進捗状況 【再掲】P4参照 

事業効果 １２店舗／年×５年＝６０店の制度活用を見込んでいる。制度活用は、

平成２０年度８件、２１年度２５件、２２年度８件、２３年度 14 件、２４年度も

５件の活用があり、空き店舗の解消に寄与している。 

②．都心部賑わい空間整備事業（地権者） 

事業完了時期 【実施中】平成２１年度 

事業概要 商店街と都市公園が一体となり、物産施設や休憩施設など来街者の交

流スペース・憩い空間を整備し、中心商店街の活性化を図る。 

事業効果又は

進捗状況 

都市公園は、平成２１年度末までに商店街隣接部の憩い空間整備を含

めた工事が完了、商店街の一部では、多目的ギャラリー、物産施設が

オープンした。しかし現在は、物産施設が空き店舗となっているため、

タウンマネージャーなど、関係機関と連携し、早期に空き店の解消を図

る。また、六角堂広場閉鎖に伴った代替機能として、多くのイベントを東

町公園において実施することにより、街なかの賑わいづくりを図る。 

 

３.目標達成の見通し及び今後の対策  

 中心市街地商店街空き店舗対策事業を中心に、目標指標の達成を目指している。平成２１年度か

ら開始した不動産業界と連携した支援情報の提供などの取組みにより、平成２０年度から２３年度ま

でに５５件、平成 24 年度も５件の制度活用がされており、目標達成とはなっていないが、改善傾向と

なっている。 

また、平成２１年２月に閉店した久留米井筒屋跡地を含む六ツ門8 番街地区において平成２４年１

２月に市街地再開発事業の再開発組合が設立するなど、（仮称）総合都市プラザ整備に向けた取組

みが進められており、引き続き目標達成のため、基本計画に位置付けられた中心市街地商店街空

き店舗対策事業を中心に各事業を推進するとともに、タウンマネージャーの活用による相談業務の

強化、都市公園と一体となった賑わい空間の整備、さらには各店舗の連携強化による個店の魅力の

情報発信などを推進し、地権者や商店街、街づくり会社が一体となり、空き店舗の解消に向けた取

組みを確実に行う。 
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Ⅱ．目標毎のフォローアップ「便利な生活環境のもとで住み続けたい街」 

「居住人口」※目標設定の考え方基本計画P62～P64参照 

１．調査結果の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※調査方法；中心市街地区域での住民基本台帳登録人口 

※調査月；平成２５年４月１日現在、３月末とりまとめ 

※調査主体；久留米市 

※調査対象；中心市街地内居住者（１２町の人口計） 

 

２．目標達成に寄与する主要事業の進捗状況及び事業効果 

①．JR久留米駅前第一街区市街地再開発事業（再開発組合）【再掲】P4参照 

②．新世界地区(第一期工区)優良建築物等整備事業（推進協議会）【再掲】P4参照 

③．福岡県住宅供給公社小頭団地建て替え事業（福岡県住宅供給公社） 

事業完了時期 【済】平成２２年度 

事業概要 中心市街地の老朽化した公社住宅の建て替えと合わせ、ファミリーから

単身までなど多世代への住宅供給を行い、居住人口の増加を図る。 

事業効果又は

進捗状況 

平成２２年７月より入居が開始され、現在、全７０戸入居済となっている。

④．【追加】新世界地区(第二期工区)優良建築物等整備事業（推進協議会）【再掲】P4参照 

⑤．【追加】六ツ門地区暮らし・にぎわい再生事業（地権者）【再掲】P5参照 

 

その他、過去のトレンドより民間共同住宅の供給住宅戸数を年９０戸見込んでおり、平成２０年度２

６４戸、２１年度１１戸、２２年度１０４戸、２３年度１２６戸の建築申請があり、２４年度も１１７戸が申請さ

れている。 

 

３.目標達成の見通し及び今後の対策  

 新世界地区（第二期工区）優良建築物等整備事業の遅延など、予定通り進捗していないものもあ

るが、計画に位置付けられている JR 久留米駅前第一街区市街地再開発事業等が完了、民間の共

同住宅事業も進められており、居住人口は改善され、目標値を上回っている。 

今後も、さらなる街なか居住の促進を図るため、未着手となっている事業の早期事業化に向け、

地元協議会への支援を行うとともに、街なか居住推進の条件として考えられる、街なかの魅力創出

を図るために、空き店舗解消に向けた取組み、さらには都市福利施設など利便施設の導入に関す

る取組みを推進する。 

年 人／日 

H19.9 
12,735 

(基準年値)

H19 12,639 

H20 12,680 

H21 13,186 

H22 13,791 

H23 13,987 

H24 14,786 

H25  

H25 
14,500 

（目標値）

 

居住人口の推移
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